
「ふるさとの自然と文化」 
テーマ 

第3回 写真コンテスト 

第2回 写真コンテスト入賞作品展示 

輝
く
職
人
さ
ん

輝
く
職
人
さ
ん
 

輝
く
職
人
さ
ん

輝
く
職
人
さ
ん
 

輝
く
職
人
さ
ん
 

上
山
隆
弘
様
 

株
式
会
社
ト
ッ
プ
ワ
ー
ク
ス
 

改
正
日
　
　
三
月
二
十
日
〜
 

改
正
内
容
　
 

①
春
、
秋
ダ
イ
ヤ
の
土
・
日
・
祝

は
三
津
港
（
三
津
シ
ー
パ
ラ
ダ
イ

ス
）
へ
寄
港
す
る
便
が
新
た
に
加

わ
り
ま
す
。
戸
田
港
↓
三
津
港
↓

沼
津
港
の
所

要
時
間
は
三

十
分
か
ら
六

十
分
と
な
り

ま
す
。
料
金

は
、
２
千
円
。

三
津
港
ま
で

は
、
約
三
十

分
で
千
円
。
 

②
駿
河
湾
ク

ル
ー
ジ
ン
グ

（
沼
津
港
発
、

戸
田
港
発
）
、
サ
ン
セ
ッ
ト
ク
ル

ー
ジ
ン
グ
、
夏
季
ナ
イ
ト
ク
ル
ー

ジ
ン
グ
が
運
航
さ
れ
ま
す
。
 

詳
し
く
は
、
戸
田
運
送
船
　
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、ご
確
認
下
さ
い
。
 

 お
問
い
合
わ
せ
　
 

戸
田
運
送
船
 

　
　
ト
ッ
プ
ワ
ー
ク
ス
は
、
原
町

中
の
メ
イ
ン
道
路
に
面
し
て
い
ま

す
。
社
名
の
由
来
は
、
お
客
さ
ん

の
希
望
を
最
大
限
に
実
現
す
る
た

め
に
、
住
み
心
地
の
良
い
家
作
り

を
目
指
し
て
「
先
頭
に
立
っ
て
働

こ
う
」
と
い
う
こ
と
で
付
け
ら
れ

ま
し
た
。
建
物
完
成
後
も
、
定
期

的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
リ
フ
ォ
ー

ム
で
お
客
様
と
長
い
お
付
き
合
い

を
し
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
地
域
住
民
の
方
を
大
切

に
し
て
い
て
、
原
産
直
市
・
料
理
 

・
住
ま
い
の
ア
ド
バ
イ
ス
等
を
記

載
し
た
情
報
誌
「
は
ら
ま
る
通
信
 

」
を
、
毎
月
一
回
千
二
百
軒
に
配

布
し
て
い
ま
す
。
特
に
感
心
す
る

こ
と
は
自
社
の
宣
伝
が
な
く
て
、

紙
面
が
す
ぐ
役
立
つ
情
報
で
占
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、

は
ら
地
域
に
お
住
ま
い
の
皆
様
の

お
役
に
立
ち
た
い
、
共
生
し
て
い

き
た
い
と
い
う
願
い
だ
そ
う
で
す
。
 

　
工
務
担
当
の
上
山
隆
弘
さ
ん
は
、

こ
の
仕
事
が
好
き
な
理
由
と
し
て

「
工
事
現
場
は
常
に
同
じ
状
況
下

の
仕
事
は
な
く
、
い
つ
も
新
鮮
で

や
り
が
い
が
あ
る
」
と
楽
し
そ
う

に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

 

（株） 

久
保
田

正
彦
 

　
沼
津
市
立
戸
田
小
学
校 

 

真
野
文
雄 

校
長 

　
十
数
年
ほ
ど
前
か
ら
、
子
ど
も

た
ち
に
「
ま
じ
め
に
が
ん
ば
ろ
う

よ
」
と
言
う
と
、
「
が
ん
ば
っ
て

も
し
ょ
う
が
な
い
じ
ゃ
ん
」
と
笑

わ
れ
て
し
ま
う
風
潮
が
あ
り
、
が

ん
ば
る
意
味
を
子
ど
も
が
実
感
で

き
る
風
土
を
、
大
人
が
つ
く
っ
て

あ
げ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い

続
け
て
き
ま
し
た
。
 

　
あ
る
大
学
教
授
が
、
高
度
成
長

時
代
の
昭
和
四
十
年
代
は
、
「
ま

じ
め
ガ
ン
バ
リ
ズ
ム
」
の
時
代
だ

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
「
巨
人
の

星
」
や
「
ア
タ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
ワ

ン
」
に
象
徴
さ
れ
る
時
代
で
、
親

や
教
師
が
教
え
な
く
て
も
、
飛
雄

馬
や
こ
ず
え
が
根
性
や
忍
耐
を
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。
じ
っ
と
耐
え

れ
ば
、
最
後
に
は
回
転
エ
ビ
固
め

や
十
六
文
キ
ッ
ク
が
炸
裂
し
て
逆

転
勝
利
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
だ
か

ら
、
が
ん
ば
る
こ
と
は
最
高
に
か

っ
こ
い
い
行
為
で
し
た
。
 

　
戸
田
小
に
赴
任
し
て
二
年
、
戸

田
の
子
ど
も
た
ち
に
は
、
ム
キ
に

な
っ
て
が
ん
ば
る
昭
和
四
十
年
代

の
活
力
あ
る
雰
囲
気
を
強
く
感
じ

ま
す
。
そ
の
原
因
は
、
大
人
の
が

ん
ば
る
姿
を
子
ど
も
に
示
す
場
や

風
土
が
、
戸
田
に
は
備
わ
っ
て
い

る
か
ら
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
 

　
商
工
会
主
催
の
高
足
が
に
放
流

事
業
や
戸
田
港
ま
つ
り
で
は
、
商

工
会
を
中
心
に
、
地
域
の
様
々
な

団
体
が
一
体
と
な
っ
て
、
イ
ベ
ン

ト
を
盛
り
上
げ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

戸
田
小
の
子
ど
も
た
ち
も
そ
れ
ら

の
行
事
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

ふ
る
さ
と
戸
田
の
素
晴
ら
し
さ
を

体
感
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
親
以

外
の
多
く
の
大
人
と
の
関
わ
り
合

い
は
、
子
ど
も
の
心
に
好
影
響
を

与
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
 

 
こ
の
よ
う
に
、
地
域
が
一
体
と

な
っ
て
が
ん
ば
る
人
づ
く
り
こ
そ
、

地
域
の
活
性
化
そ
の
も
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

地
域
が
一
体
と
な
っ
た
人
づ
く
り 

3月の行事予定 
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沼津法人会原支部 
めざします企業の繁栄 
と社会への貢献 

社団 
法人 

沼津西ロータリークラブ　テーマ 

クラブ奉仕を通じて地域への貢献を 

  3月     15日  確定申告〆切 
  　　  17日  商工振興委員連絡会議 
          23日  第５回理事会 

原 支 所 ： 地区センター展示  
　　　　   2/18～3/18 
戸田支所 ： 戸田役場・戸田支所に 
　　　　   展示予定 

1月2828日　日　5050周年記念講演会（周年記念講演会（2面に詳細面に詳細）、（左）講師　鈴与左）講師　鈴与（株）社長　鈴木与平氏社長　鈴木与平氏 1月28日　50周年記念講演会（2面に詳細）、（左）講師　鈴与（株）社長　鈴木与平氏 

戸
田
運
送
船
ホ
ワ
イ
ト
マ
リ
ン
 

時
刻
表
・
運
航
ル
ー
ト
 

　
　
　
改
正
の
お
知
ら
せ
 

〇
五
五
八

九
四

三
三
二
三
 

　　　　　　　 ●●● 募集要項 ●●● 
募集テーマ：ふるさとの自然と文化 
　原、浮島、戸田地区から撮影した撮影対象は広範囲
ですが「ふるさとのPR」になると思われるものを撮
影してください。 
応募資格：小学生から学生、大人までどなた（地区外
　の方も）でも結構です。 
応募規定： 
◎カラーフィルム又はデジタルデータとそれをプリン
　トアウトしたものを添えてください。 
◎撮影日を記入してください。今でも見られる事象で
　あれば２～３年前のものでも構いません。 
◎応募は一人５点以内、未発表のものに限ります。 
◎入賞作品の著作権は沼津市商工会に帰属します。 
応募締切：平成２３年９月３０日 
賞品：賞品は原・浮島、戸田地区の地元の商店、サー
　　　ビス業はもちろん、戸田温泉での旅館・ホテル・
　　　民宿、お土産購入にも使用できる「沼津市商工
　　　会商品券」です。 
　・最優秀賞：１作品 ３万円分の商品券 
　・優  秀  賞：３作品 １万円分の商品券 
　・ほっと賞：１０作品 ２千分の商品券 

優秀作品はカレンダーとインターネットで全国発信　 
　沼津市商工会では、原・浮島と戸田地区の自然と文
化にスポットをあて、ふるさとの魅力を再発見する写
真コンテストを行います。皆さんが身近に感じるふる
さとの自然と文化を全国に発信していこうと思います。
ふるってご応募ください。 

（株） 

（株） 



海
竹
山
竹
ス
ト
ア
 

へ
だ
ト
ロ
は
ん
ぺ
ん
め
ぐ
り
 2

　
本
商
工
会
設
立
五
十
周
年
を
記

念
す
る
新
春
特
別
講
演
会
が
、
二

月
二
十
八
日
、
ブ
ケ
東
海
に
於
い

て
、
　
フ
ジ
ド
リ
ー
ム
エ
ア
ラ
イ

ン
ズ
（
Ｆ
Ｄ
Ａ
）
の
鈴
木
与
平
社

長
を
迎
え
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
会
員
や
来
賓
の
他
、

一
般
の
方
も
聴
講
に
訪
れ
、
二
百

席
以
上
用
意
し
た
席
は
満
席
状
態

で
し
た
。
鈴
木
社
長
は
江
戸
時
代

か
ら
続
く
　
鈴
与
の
第
八
代
目
の

継
承
者
で
、
現
在
百
三
十
以
上
の

グ
ル
ー
プ
企
業
を
率
い
て
い
ま
す
。
 

　
演
題
は
「
静
岡
空
港
と
フ
ジ
ド

リ
ー
ム
エ
ア
ラ
イ
ン
ズ
」
。
最
初

に
、
鈴
与
グ
ル
ー
プ
の
、
物
流
を

中
心
に
商
流
、
建
設
、
食
品
、
情

報
等
幅
広
い
業
務
の
概
要
が
迫
力

あ
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
映
像
で
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
 

　
鈴
木
社
長
の
講
演
は
、
「
な
ぜ
、

航
空
事
業
に
参
入
し
た
か
」
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
最
大
の
理
由
は
、

静
岡
空
港
が
開
設
さ
れ
た
こ
と
、

そ
し
て
、
静
岡
空
港
は
県
民
の
利

便
性
の
向
上
、
企
業
活
動
の
促
進
、

観
光
の
活
性
化
な
ど
本
県
の
発
展

に
大
き
く
貢
献
す
る
と
確
信
し
、

こ
の
空
港
を
成
功
に
導
く
た
め
に

地
元
企
業
と
し
て
何
が
で
き
る
か

を
考
え
、
Ｆ
Ｄ
Ａ
を
設
立
し
た
と

語
り
ま
し
た
。
鈴
木
社
長
は
大
学

時
代
に
グ
ラ
イ
ダ
ー
部
に
所
属
し
、

航
空
業
界
で
活
躍
す
る
友
人
も
多

く
、
こ
う
し
た
友
人
の
ア
ド
バ
イ

ス
や
協
力
が
設
立
を
後
押
し
し
た

こ
と
な
ど
も
披
露
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
Ｆ
Ｄ
Ａ
の
企
業
理
念
、
航

空
業
界
に
お
け
る
Ｆ
Ｄ
Ａ
の
位
置

づ
け
、
ブ
ラ
ジ
ル
製
航
空
機
導
入

の
経
緯
と
特
徴
、
就
航
路
線
の
状

況
、
利
用
客
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス

な
ど
を
説
明
し
た
後
、
「
こ
れ
か

ら
は
交
流
文
化
の
時
代
。
地
方
が

自
ら
交
流
の
機
会
を
作
り
、
自
分

た
ち
で
交
流
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
Ｆ
Ｄ
Ａ
は
『
地
方
と
地
方

の
架
け
橋
』
と
な
る
エ
ア
ラ
イ
ン

を
目
指
す
。
」
と
夢
を
語
り
ま
し

た
。
 

　
一
月
二
十
五
日
、
「
第
二
期
坂

本
塾
」
の
閉
塾
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
、
「
信
頼
さ
れ
る
リ

ー
ダ
ー
・
経
営
者
と
は
」
と
題
し

て
坂
本
塾
長
か
ら
最
終
講
義
が
あ

り
ま
し
た
。
続
い
て
閉
塾
式
が
行

わ
れ
、
塾
長
か
ら
参
加
者
全
員
に

修
了
証
書
が
授
与
さ
れ
、
「
一
人

一
人
が
正
し
い
会
社
の
経
営
を
目

指
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
の
激
励

の
言
葉
も
あ
り
ま
し
た
。
交
流
会

の
参
加
者
か
ら
「
今
後
も
塾
生
同

士
で
交
流
を
持
ち
た
い
」
と
の
意

見
が
あ
り
、
来
年
度
、
「
坂
本
会

（
仮
称
）
」
と
し
て
塾
生
が
集
ま

る
機
会
を
持
つ
こ
と
が
決
ま
り
ま

し
た
。
塾
生
の
み
な
さ
ん
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
 

　
一
月
二
十
七
日
、
ホ
テ
ル
セ
ン

チ
ュ
リ
ー
静
岡
に
お
い
て
県
内
全

商
工
会
が
出
席
し
て
商
工
会
法
施

行
50
周
年
を
記
念
す
る
式
典
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
小
倉
県
連
会
長

の
挨
拶
の
後
、
川
勝
県
知
事
か
ら

商
工
会
五
十
年
の
歩
み
は
県
の
発

展
に
大
き
く
貢
献
し
た
と
お
礼
が

述
べ
ら
れ
、
表
彰
に
移
り
ま
し
た
。
 

　
本
商
工
会
の
受
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。
 

﹇
中
小
企
業
長
官
表
彰
﹈
 

　
　
松
永
公
良
 

﹇
全
国
連
会
長
表
彰
﹈
 

　
　
清
水
賢
嗣
・
杉
山
秀
雄
・
中

　
　
嶋
國
晴
・
中
嶋
俊
行
・
山
口

　
　
茂
美
・
久
保
田
正
彦
・
堤
利

　
　
夫
・
横
畠
公
一
・
澤
田
和
久
 

﹇
県
連
合
会
長
表
彰
﹈
 

　
　
内
海
賢
男
・
坂
口
善
嗣
・
 

　
　
山
本
勝
人
・
川
合
健
次
 

演
題
「
静
岡
空
港
と
フ
ジ
ド
リ
ー
ム
エ
ア
ラ
イ
ン
ズ
」 

戸
田
支
所
だ
よ
り
 

設
立
五
十
周
年
記
念
 

タ
チ
バ
ナ
を
植
樹
 

〒410-3402　 
沼津市戸田美浜海岸3878-20 
TEL 0558-94-3048（代） 
URL http://www.isaba.co.jp 
 

高足ガニとエビカニづくしの磯料理 

                     TEL 0558-94-3333 
フリーダイヤルTEL 0120-04-1260 
ホームページ　http://tokiwaya.info

創業明治参年 味わいの宿 

（3）　第 36 号 第 36 号（2） 平成23年2月号  平成23年2月号 

企業の繁栄と社会貢献 

支部長　中島寿之 
沼津法人会　戸田支部 

食中毒予防の決め手はあなたの手 

支部長　真野雄二 
沼津食品衛生協会 戸田支部 

事務局　沼津市商工会　戸田支所 
　　　　0558-94-2224

  

　
二
月
十
一
日
、
み
ぞ
れ
の
混
じ

る
雨
の
中
、
河
津
桜
ま
つ
り
の
イ

ベ
ン
ト
会
場
に
、
海
竹
山
竹
ス
ト

ア
佐
藤
店
長
の
「
駿
河
湾
の
深
海

魚
で
作
っ
た
、
へ
だ
ト
ロ
は
ん
ぺ

ん
は
、
い
か
が
で
す
か
」
と
い
う

声
が
響
き
ま
し
た
。
実
は
、
河
津

町
観
光
協
会
の
提
案
で
、
河
津
桜

が
咲
き
始
め
た
二
月
十
一
日
、
伊

豆
の
Ｂ
級
グ
ル
メ
大
集
合
と
い
う

イ
ベ
ン
ト
が
、
今
年
は
じ
め
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
三
島
コ
ロ
ッ
ケ
、

網
代
の
イ
カ
メ
ン
チ
、
西
伊
豆
の

塩
か
つ
お
う
ど
ん
な
ど
十
二
店
が

参
加
し
、
へ
だ
ト
ロ
は
ん
ぺ
ん
も

海
竹
山
竹
ス
ト
ア
が
出
店
し
ま
し

た
。
河
津
桜
も
ま
だ
一
分
咲
き
で

あ
い
に
く
の
冷
た
い
雨
で
し
た
が
、

三
連
休
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
東

京
方
面
か
ら
大
型
バ
ス
が
何
台
も

や
っ
て
来
ま
し
た
。
ま
だ
知
名
度

が
低
い
へ
だ
ト
ロ
は
ん
ぺ
ん
を
大

い
に
宣
伝
し
て
き
ま
し
た
。
 

 
海
竹
山
竹
ス
ト
ア
は
、
ト
ロ
ー

ル
漁
業
と
海
産
物
の
販
売
と
コ
ン

ビ
ニ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り

自
分
の
と
こ
ろ
で
深
海
魚
を
獲
っ

て
来
て
、
加
工
製
造
し
、
販
売
し

て
い
る
お
店
で
す
。
元
祖
へ
だ
ト

ロ
は
ん
ぺ
ん
な
の
で
す
。
佐
藤
店

長
は
、
ま
だ
若
い
の
で
す
が
、
行

動
派
で
、
ザ
・
ト
ロ
ー
ル
と
い
う

タ
カ
ア
シ
ガ
ニ
と
深
海
魚
の
海
鮮

丼
の
お
弁
当
や
戸
田
塩
ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
も
開
発
し
ま
し
た
。
 

【
お
店
情
報
】
 

営
業
時
間
　
 

定

休

日

　
木
曜
日
（
月
２
回
）
 

電
　
　
話
 

　
二
月
九
日
、
沼
津
市
商
工
会
戸

田
支
所
で
は
、
設
立
五
十
周
年
を

記
念
し
、
橘
（
タ
チ
バ
ナ
）
を
植

樹
し
ま
し
た
。
本
所
で
は
静
岡
県

の
木
「
キ
ン
モ
ク
セ
イ
」
を
植
樹

し
ま
し
た
。
戸
田
支
所
で
橘
に
し

た
理
由
は
、
日
本
に
古
く
か
ら
野

生
し
て
い
た
日
本
固
有
の
ミ
カ
ン

の
木
で
す
が
、
現
在
、
沼
津
市
戸

田
が
国
内
北
限
で
日
本
最
大
級
の

自
生
地
が
あ
る
た
め
で
す
。
 

　
橘
は
古
く
は
「
古
事
記
」
「
日

本
書
記
」
「
万
葉
集
」
に
も
記
載

さ
れ
、
常
緑
が
永
遠
を
意
味
す
る

こ
と
か
ら
、
昔
か
ら
ひ
な
祭
り
で

は
「
右
近
の
橘
、
左
近
の
桜
」
と

し
て
飾
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
最
近

で
は
、
柑
橘
類
に
含
ま
れ
る
発
が

ん
抑
制
効
果
が
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
 

　
当
日
は
、
現
旧
の
商
工
会
役
員

約
二
十
五
名
が
出
席
し
、
お
祝
い

の
ス
ピ
ー
チ
や
へ
だ
ト
ロ
は
ん
ぺ

ん
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
を

鑑
賞
し
、
今
後
の
商
工
会
の
発
展

を
祝
い
ま
し
た
。
ま
た
、
過
去
退

任
さ
れ
た
役
員
の
中
で
、
特
に
商

工
会
に
対
し
ご
尽
力
い
た
だ
い
た

堤
博
稔
様
、
山
田
昇
様
、
長
島
勝

様
に
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。
な
お
、
堤
嶽
元
商
工

会
長
も
元
気
な
姿
で
記
念
式
典
に

参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

表彰を受ける松永会長（右） 表彰を受ける松永会長（右） 

記念植樹する尾鷲副会長 記念植樹する尾鷲副会長 

50周年記念植樹 記念撮影 50周年記念植樹 記念撮影 

河津桜まつりに出店 河津桜まつりに出店 

講演会のあと交流会で談笑する鈴木社長 講演会のあと交流会で談笑する鈴木社長 

坂本塾長の激励のことば 坂本塾長の激励のことば 

新
春
特
別
講
演
会 

（株） 

（株） 

商
工
会
法
施
行 

五
十
周
年
記
念
式
典 

第
二
期
坂
本
塾
閉
塾
式 

〇
五
五
八
 
九
四
 
三
〇
一
二
 

七
時
〜
二
十
二
時
三
〇
分
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海
竹
山
竹
ス
ト
ア
 

へ
だ
ト
ロ
は
ん
ぺ
ん
め
ぐ
り
 2

　
本
商
工
会
設
立
五
十
周
年
を
記

念
す
る
新
春
特
別
講
演
会
が
、
二

月
二
十
八
日
、
ブ
ケ
東
海
に
於
い

て
、
　
フ
ジ
ド
リ
ー
ム
エ
ア
ラ
イ

ン
ズ
（
Ｆ
Ｄ
Ａ
）
の
鈴
木
与
平
社

長
を
迎
え
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
会
員
や
来
賓
の
他
、

一
般
の
方
も
聴
講
に
訪
れ
、
二
百

席
以
上
用
意
し
た
席
は
満
席
状
態

で
し
た
。
鈴
木
社
長
は
江
戸
時
代

か
ら
続
く
　
鈴
与
の
第
八
代
目
の

継
承
者
で
、
現
在
百
三
十
以
上
の

グ
ル
ー
プ
企
業
を
率
い
て
い
ま
す
。
 

　
演
題
は
「
静
岡
空
港
と
フ
ジ
ド

リ
ー
ム
エ
ア
ラ
イ
ン
ズ
」
。
最
初

に
、
鈴
与
グ
ル
ー
プ
の
、
物
流
を

中
心
に
商
流
、
建
設
、
食
品
、
情

報
等
幅
広
い
業
務
の
概
要
が
迫
力

あ
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
映
像
で
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
 

　
鈴
木
社
長
の
講
演
は
、
「
な
ぜ
、

航
空
事
業
に
参
入
し
た
か
」
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
最
大
の
理
由
は
、

静
岡
空
港
が
開
設
さ
れ
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こ
と
、

そ
し
て
、
静
岡
空
港
は
県
民
の
利

便
性
の
向
上
、
企
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動
の
促
進
、

観
光
の
活
性
化
な
ど
本
県
の
発
展

に
大
き
く
貢
献
す
る
と
確
信
し
、

こ
の
空
港
を
成
功
に
導
く
た
め
に

地
元
企
業
と
し
て
何
が
で
き
る
か

を
考
え
、
Ｆ
Ｄ
Ａ
を
設
立
し
た
と

語
り
ま
し
た
。
鈴
木
社
長
は
大
学

時
代
に
グ
ラ
イ
ダ
ー
部
に
所
属
し
、

航
空
業
界
で
活
躍
す
る
友
人
も
多

く
、
こ
う
し
た
友
人
の
ア
ド
バ
イ

ス
や
協
力
が
設
立
を
後
押
し
し
た

こ
と
な
ど
も
披
露
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
Ｆ
Ｄ
Ａ
の
企
業
理
念
、
航

空
業
界
に
お
け
る
Ｆ
Ｄ
Ａ
の
位
置

づ
け
、
ブ
ラ
ジ
ル
製
航
空
機
導
入

の
経
緯
と
特
徴
、
就
航
路
線
の
状

況
、
利
用
客
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス

な
ど
を
説
明
し
た
後
、
「
こ
れ
か

ら
は
交
流
文
化
の
時
代
。
地
方
が

自
ら
交
流
の
機
会
を
作
り
、
自
分

た
ち
で
交
流
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
Ｆ
Ｄ
Ａ
は
『
地
方
と
地
方

の
架
け
橋
』
と
な
る
エ
ア
ラ
イ
ン

を
目
指
す
。
」
と
夢
を
語
り
ま
し

た
。
 

　
一
月
二
十
五
日
、
「
第
二
期
坂

本
塾
」
の
閉
塾
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
、
「
信
頼
さ
れ
る
リ

ー
ダ
ー
・
経
営
者
と
は
」
と
題
し

て
坂
本
塾
長
か
ら
最
終
講
義
が
あ

り
ま
し
た
。
続
い
て
閉
塾
式
が
行

わ
れ
、
塾
長
か
ら
参
加
者
全
員
に

修
了
証
書
が
授
与
さ
れ
、
「
一
人

一
人
が
正
し
い
会
社
の
経
営
を
目

指
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
の
激
励

の
言
葉
も
あ
り
ま
し
た
。
交
流
会

の
参
加
者
か
ら
「
今
後
も
塾
生
同

士
で
交
流
を
持
ち
た
い
」
と
の
意

見
が
あ
り
、
来
年
度
、
「
坂
本
会

（
仮
称
）
」
と
し
て
塾
生
が
集
ま

る
機
会
を
持
つ
こ
と
が
決
ま
り
ま

し
た
。
塾
生
の
み
な
さ
ん
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
 

　
一
月
二
十
七
日
、
ホ
テ
ル
セ
ン

チ
ュ
リ
ー
静
岡
に
お
い
て
県
内
全

商
工
会
が
出
席
し
て
商
工
会
法
施

行
50
周
年
を
記
念
す
る
式
典
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
小
倉
県
連
会
長

の
挨
拶
の
後
、
川
勝
県
知
事
か
ら

商
工
会
五
十
年
の
歩
み
は
県
の
発

展
に
大
き
く
貢
献
し
た
と
お
礼
が

述
べ
ら
れ
、
表
彰
に
移
り
ま
し
た
。
 

　
本
商
工
会
の
受
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。
 

﹇
中
小
企
業
長
官
表
彰
﹈
 

　
　
松
永
公
良
 

﹇
全
国
連
会
長
表
彰
﹈
 

　
　
清
水
賢
嗣
・
杉
山
秀
雄
・
中

　
　
嶋
國
晴
・
中
嶋
俊
行
・
山
口

　
　
茂
美
・
久
保
田
正
彦
・
堤
利

　
　
夫
・
横
畠
公
一
・
澤
田
和
久
 

﹇
県
連
合
会
長
表
彰
﹈
 

　
　
内
海
賢
男
・
坂
口
善
嗣
・
 

　
　
山
本
勝
人
・
川
合
健
次
 

演
題
「
静
岡
空
港
と
フ
ジ
ド
リ
ー
ム
エ
ア
ラ
イ
ン
ズ
」 

戸
田
支
所
だ
よ
り
 

設
立
五
十
周
年
記
念
 

タ
チ
バ
ナ
を
植
樹
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佐
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だ
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ぺ

ん
は
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う
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が
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。
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光
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催
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山
竹
ス
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が
出
店
し
ま
し

た
。
河
津
桜
も
ま
だ
一
分
咲
き
で

あ
い
に
く
の
冷
た
い
雨
で
し
た
が
、

三
連
休
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
東

京
方
面
か
ら
大
型
バ
ス
が
何
台
も

や
っ
て
来
ま
し
た
。
ま
だ
知
名
度

が
低
い
へ
だ
ト
ロ
は
ん
ぺ
ん
を
大

い
に
宣
伝
し
て
き
ま
し
た
。
 

 
海
竹
山
竹
ス
ト
ア
は
、
ト
ロ
ー

ル
漁
業
と
海
産
物
の
販
売
と
コ
ン

ビ
ニ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り

自
分
の
と
こ
ろ
で
深
海
魚
を
獲
っ

て
来
て
、
加
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、
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る
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や
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。
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で
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に
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制
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果
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や
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ョ
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退
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、
長
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に
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「ふるさとの自然と文化」 
テーマ 

第3回 写真コンテスト 

第2回 写真コンテスト入賞作品展示 

輝
く
職
人
さ
ん

輝
く
職
人
さ
ん
 

輝
く
職
人
さ
ん

輝
く
職
人
さ
ん
 

輝
く
職
人
さ
ん
 

上
山
隆
弘
様
 

株
式
会
社
ト
ッ
プ
ワ
ー
ク
ス
 

改
正
日
　
　
三
月
二
十
日
〜
 

改
正
内
容
　
 

①
春
、
秋
ダ
イ
ヤ
の
土
・
日
・
祝

は
三
津
港
（
三
津
シ
ー
パ
ラ
ダ
イ

ス
）
へ
寄
港
す
る
便
が
新
た
に
加

わ
り
ま
す
。
戸
田
港
↓
三
津
港
↓

沼
津
港
の
所

要
時
間
は
三

十
分
か
ら
六

十
分
と
な
り

ま
す
。
料
金

は
、
２
千
円
。

三
津
港
ま
で

は
、
約
三
十

分
で
千
円
。
 

②
駿
河
湾
ク

ル
ー
ジ
ン
グ

（
沼
津
港
発
、

戸
田
港
発
）
、
サ
ン
セ
ッ
ト
ク
ル

ー
ジ
ン
グ
、
夏
季
ナ
イ
ト
ク
ル
ー

ジ
ン
グ
が
運
航
さ
れ
ま
す
。
 

詳
し
く
は
、
戸
田
運
送
船
　
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、ご
確
認
下
さ
い
。
 

 お
問
い
合
わ
せ
　
 

戸
田
運
送
船
 

　
　
ト
ッ
プ
ワ
ー
ク
ス
は
、
原
町

中
の
メ
イ
ン
道
路
に
面
し
て
い
ま

す
。
社
名
の
由
来
は
、
お
客
さ
ん

の
希
望
を
最
大
限
に
実
現
す
る
た

め
に
、
住
み
心
地
の
良
い
家
作
り

を
目
指
し
て
「
先
頭
に
立
っ
て
働

こ
う
」
と
い
う
こ
と
で
付
け
ら
れ

ま
し
た
。
建
物
完
成
後
も
、
定
期

的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
リ
フ
ォ
ー

ム
で
お
客
様
と
長
い
お
付
き
合
い

を
し
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
地
域
住
民
の
方
を
大
切

に
し
て
い
て
、
原
産
直
市
・
料
理
 

・
住
ま
い
の
ア
ド
バ
イ
ス
等
を
記

載
し
た
情
報
誌
「
は
ら
ま
る
通
信
 

」
を
、
毎
月
一
回
千
二
百
軒
に
配

布
し
て
い
ま
す
。
特
に
感
心
す
る

こ
と
は
自
社
の
宣
伝
が
な
く
て
、

紙
面
が
す
ぐ
役
立
つ
情
報
で
占
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、

は
ら
地
域
に
お
住
ま
い
の
皆
様
の

お
役
に
立
ち
た
い
、
共
生
し
て
い

き
た
い
と
い
う
願
い
だ
そ
う
で
す
。
 

　
工
務
担
当
の
上
山
隆
弘
さ
ん
は
、

こ
の
仕
事
が
好
き
な
理
由
と
し
て

「
工
事
現
場
は
常
に
同
じ
状
況
下

の
仕
事
は
な
く
、
い
つ
も
新
鮮
で

や
り
が
い
が
あ
る
」
と
楽
し
そ
う

に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

 

（株） 

久
保
田

正
彦
 

　
沼
津
市
立
戸
田
小
学
校 

 

真
野
文
雄 

校
長 

　
十
数
年
ほ
ど
前
か
ら
、
子
ど
も

た
ち
に
「
ま
じ
め
に
が
ん
ば
ろ
う

よ
」
と
言
う
と
、
「
が
ん
ば
っ
て

も
し
ょ
う
が
な
い
じ
ゃ
ん
」
と
笑

わ
れ
て
し
ま
う
風
潮
が
あ
り
、
が

ん
ば
る
意
味
を
子
ど
も
が
実
感
で

き
る
風
土
を
、
大
人
が
つ
く
っ
て

あ
げ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い

続
け
て
き
ま
し
た
。
 

　
あ
る
大
学
教
授
が
、
高
度
成
長

時
代
の
昭
和
四
十
年
代
は
、
「
ま

じ
め
ガ
ン
バ
リ
ズ
ム
」
の
時
代
だ

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
「
巨
人
の

星
」
や
「
ア
タ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
ワ

ン
」
に
象
徴
さ
れ
る
時
代
で
、
親

や
教
師
が
教
え
な
く
て
も
、
飛
雄

馬
や
こ
ず
え
が
根
性
や
忍
耐
を
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。
じ
っ
と
耐
え

れ
ば
、
最
後
に
は
回
転
エ
ビ
固
め

や
十
六
文
キ
ッ
ク
が
炸
裂
し
て
逆

転
勝
利
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
だ
か

ら
、
が
ん
ば
る
こ
と
は
最
高
に
か

っ
こ
い
い
行
為
で
し
た
。
 

　
戸
田
小
に
赴
任
し
て
二
年
、
戸

田
の
子
ど
も
た
ち
に
は
、
ム
キ
に

な
っ
て
が
ん
ば
る
昭
和
四
十
年
代

の
活
力
あ
る
雰
囲
気
を
強
く
感
じ

ま
す
。
そ
の
原
因
は
、
大
人
の
が

ん
ば
る
姿
を
子
ど
も
に
示
す
場
や

風
土
が
、
戸
田
に
は
備
わ
っ
て
い

る
か
ら
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
 

　
商
工
会
主
催
の
高
足
が
に
放
流

事
業
や
戸
田
港
ま
つ
り
で
は
、
商

工
会
を
中
心
に
、
地
域
の
様
々
な

団
体
が
一
体
と
な
っ
て
、
イ
ベ
ン

ト
を
盛
り
上
げ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

戸
田
小
の
子
ど
も
た
ち
も
そ
れ
ら

の
行
事
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

ふ
る
さ
と
戸
田
の
素
晴
ら
し
さ
を

体
感
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
親
以

外
の
多
く
の
大
人
と
の
関
わ
り
合

い
は
、
子
ど
も
の
心
に
好
影
響
を

与
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
 

 
こ
の
よ
う
に
、
地
域
が
一
体
と

な
っ
て
が
ん
ば
る
人
づ
く
り
こ
そ
、

地
域
の
活
性
化
そ
の
も
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

地
域
が
一
体
と
な
っ
た
人
づ
く
り 

3月の行事予定 

沼津市商工会　ホームページアドレス　http://www.numazu-s.or.jp 
　　　　　　　メールアドレス　　　　info@numazu-s.or.jp

再生紙を使用しています。 

発行者　沼 津 市 商 工 会  
 会 長 　 松 永 公 良  
〈本所・原支所〉沼津市原1200番地の1

〈戸田支所〉沼津市戸田1028番地の5
TEL ( 055) 966-1331 FAX ( 055) 967-4925

TEL ( 0558) 94-2224 FAX ( 0558) 94-4029

編集　沼津市商工会広報委員会 

 平成23年2月号 （1）　第 36 号 第 36 号（4） 平成23年2月号 

沼津市商工会 会報 沼津市商工会 会報 設立50周年 設立50周年 
No.36

沼津法人会原支部 
めざします企業の繁栄 
と社会への貢献 

社団 
法人 

沼津西ロータリークラブ　テーマ 

クラブ奉仕を通じて地域への貢献を 

  3月     15日  確定申告〆切 
  　　  17日  商工振興委員連絡会議 
          23日  第５回理事会 

原 支 所 ： 地区センター展示  
　　　　   2/18～3/18 
戸田支所 ： 戸田役場・戸田支所に 
　　　　   展示予定 

1月2828日　日　5050周年記念講演会（周年記念講演会（2面に詳細面に詳細）、（左）講師　鈴与左）講師　鈴与（株）社長　鈴木与平氏社長　鈴木与平氏 1月28日　50周年記念講演会（2面に詳細）、（左）講師　鈴与（株）社長　鈴木与平氏 

戸
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・
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改
正
の
お
知
ら
せ
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　　　　　　　 ●●● 募集要項 ●●● 
募集テーマ：ふるさとの自然と文化 
　原、浮島、戸田地区から撮影した撮影対象は広範囲
ですが「ふるさとのPR」になると思われるものを撮
影してください。 
応募資格：小学生から学生、大人までどなた（地区外
　の方も）でも結構です。 
応募規定： 
◎カラーフィルム又はデジタルデータとそれをプリン
　トアウトしたものを添えてください。 
◎撮影日を記入してください。今でも見られる事象で
　あれば２～３年前のものでも構いません。 
◎応募は一人５点以内、未発表のものに限ります。 
◎入賞作品の著作権は沼津市商工会に帰属します。 
応募締切：平成２３年９月３０日 
賞品：賞品は原・浮島、戸田地区の地元の商店、サー
　　　ビス業はもちろん、戸田温泉での旅館・ホテル・
　　　民宿、お土産購入にも使用できる「沼津市商工
　　　会商品券」です。 
　・最優秀賞：１作品 ３万円分の商品券 
　・優  秀  賞：３作品 １万円分の商品券 
　・ほっと賞：１０作品 ２千分の商品券 

優秀作品はカレンダーとインターネットで全国発信　 
　沼津市商工会では、原・浮島と戸田地区の自然と文
化にスポットをあて、ふるさとの魅力を再発見する写
真コンテストを行います。皆さんが身近に感じるふる
さとの自然と文化を全国に発信していこうと思います。
ふるってご応募ください。 

（株） 

（株） 


